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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：キム シューマッハ 准教授 （Q-AOS創発推進コーディネーター）

北極圏は、気候変動の最前線です。アラスカ
では、野生動物を日々の食卓にのせるために
生存狩猟をする人々がいる一方で、グローバ
ル経済、米国資本主義社会の一部として、州
の収入の 80％を占める石油開発を始め、天然
ガス、金鉱等の資源開発が州の経済を支えて
います。本セミナーでは、米国連邦政府、ア
ラスカ州政府、先住民社会が、どのように北
極圏の温暖化に向き合い、野生動物の保護、
持続可能な資源開発、先住民文化の保存に取
り組んでいるのかをご紹介します。　
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Brown Bag Seminar

21 世紀の北極圏 :
気候変動、大規模資源開発、先住民族文化の狭間で

（水）

アラスカ先住民族

野生動物管理生存狩猟・漁労

環境人類学持続可能な開発
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神奈川県鎌倉市出身。専門は人類学

で、米国アラスカ大学と同大学院を

卒業後、英国スコットランドのアバ

ディーン大学で博士号を取得しまし

た。米国ダートマス大学極地研究所

などを経て、アラスカ州政府野生動

物管理局で、アラスカにおける先住

民族を中心とする生存漁労・狩猟、

気候変動や石油・天然ガスなど大規

模資源開発が野生動物や人々に与え

る影響、米国政府の野生動物管理政

策などに従事しました。アラスカ在

住期間は 18 年になります。2016 年

に九州大学に着任しました。
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